
Barbara Lee：Speaking Truth to Power

月曜にも映画を観よう！

権力を恐れず真実を
～米国下院議員 バーバラ・リーの闘い～

寒梅館ホールスタッフ　
インスタグラム↑

主催・お問合せ

＊諸事情により内容が変更になる可能性がございます。ご了承ください。
＊ご来場の際は公共交通機関をご利用ください（駐車場・駐輪場はございません）。
＊ホール内は飲食禁止です。ご了承ください。＊未就学児の入場はご遠慮ください。

同志社大学今出川校地学生支援課
TEL  075-251-3217（ホール担当）　　E-mail  ji-gakse@mail.doshisha.ac.jp

フォローお願いします！

監督：アビー・ギンズバーグ
2020 年／ 83 分／英語／カラー
2020/83min./English/Color
日本語字幕監修：岡田泰弘

11月 11日(月) 18:00 開演
寒梅館クローバーホール

17:30開場

アビー・ギンズバーグ監督
米国出身。人種や社会正義をテーマとしたドキュメンタリー作品を
35年以上撮り続け、近年では『SOFT VENGEANCE: Albie Sachs
and the New South Africa』で2015年にピーボディ賞、『AND 
THEN THEYCAME FOR US』 (2017)で Silver Gavel賞を受賞。
本作もまた、全米黒人地位向上協会（NAACP）が主催する映画・
テレビ・音楽・文学の賞であるNAACPイメージ・アワードを受賞
する他、各映画祭、メディアでも非常に高い評価を受けている。

入場無料

【あらすじ】ブラックパンサー党でのボランティアからキャリアを開始、後に米議会で2001年の同時多発テロ直後、武力行使の権限
を大統領に一任する決議案に唯一反対をして一躍有名になった民主党連邦下院議員、バーバラ・リー。
本作では現役の連邦議員や作家のアリス・ウォーカーらのコメントも交え、長年民主主義的な政治活動を先導する氏に焦点を当てる。

柳澤 幾美氏 ( 名古屋外国語大学非常勤講師 )

岡田 泰弘氏 ( 中部大学嘱託講師、本映画の

日本語字幕監修者 ) のゲストトークあり
司会：落合 明子教授 ( 本学グローバル地域文化学部 )

クローバーシアター特別編

©アビー・ギンズバーグ提供


